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「人と自然と文化が息づく 美しい村」を目指して
――平成28年度施政方針
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平
成
28
年
度
は
、
村
づ
く
り
の
今
後
10
年
の
方
向
と
目
標
を
定
め
た
「
第

５
次
原
村
総
合
計
画
」
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
方
創
生
の

た
め
の
地
方
版
総
合
戦
略
と
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
よ
る
、
中･

長
期
的
な
村

づ
く
り
を
推
進
す
る
転
換
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
安
心
し
て
住
み
つ
づ
け
ら
れ
る
村
で
あ
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
計

画
に
基
づ
い
て
、
次
の
４
つ
の
重
点
目
標
を
柱
と
し
て
「
人
と
自
然
と
文
化

が
息
づ
く 

美
し
い
村
」
の
実
現
を
目
指
し
て
予
算
編
成
を
し
ま
し
た
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
と
致
し
ま
し
て
、

◆
「
地
域
産
業
を
育
て
、
活
力
と
豊
か
さ
を
創
造
す
る
」

　
農
業
振
興
の
た
め
に
、
若
手
農
業
者
を
中
心
と
し
た
「
農
業
の
再
生
を
考

え
る
会
」
の
組
織
化
を
図
る
と
と
も
に
、
農
業
後
継
者
へ
の
就
農
支
援
制
度

を
創
設
し
ま
す
。
ま
た
、
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
（
第
３
の
品
目
）
へ
の
取
り
組

み
や
、
人
材
確
保
の
た
め
の
研
修
就
業
へ
の
補
助
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　
産
業
振
興
で
は
、
村
内
で
新
た
に
起
業
さ
れ
る
方
へ
の
「
起
業
チ
ャ
レ
ン

ジ
補
助
制
度
」
を
３
年
間
継
続
し
、
原
村
発
の
企
業
家
育
成
を
図
り
ま
す
。

　
八
ヶ
岳
観
光
圏
事
業
で
は
、
小
淵
沢
駅
を
起
点
と
し
た
周
遊
バ
ス
の
運
行

な
ど
、
観
光
圏
と
し
て
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

◆
「
若
者
が
活
躍
し
、
安
心
し
て
子
育
て
の
で
き
る
環
境
を
創
造
す
る
」

　
若
い
方
々
に
原
村
に
住
ん
で
も
ら
う
為
の
「
若
者
定
住
促
進
新
築
住
宅
補

助
事
業
」
を
５
年
間
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
特
別
事
業
で
は
、

保
育
料
の
軽
減
や
病
児
保
育
、
土
曜
日
保
育
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

　
教
育
関
係
で
は
、
小･

中
学
校
で
の
学
校
給
食
費
の
補
助
を
新
規
に
行
い

ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｆ
Ａ
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
夢
の
教
室
」
の
開
催
や
小

･

中
学
校
で
の
心
の
相
談
、
学
童
ク
ラ
ブ
な
ど
の
放
課
後
こ
ど
も
教
育
等
の
ス

タ
ッ
フ
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
近
年
の
国
際
化
へ
の
進
展
を
踏
ま
え
、
外
国
人
講
師
に
よ
る
保
育
園
、
小

学
校
で
の
英
語
教
育
を
導
入
し
ま
す
。

◆｢

豊
か
な
自
然
や
地
域
資
源
を
育
み
、
人
々
が
交
流
で
き
る
地
域
を
創
造
す
る｣

　
「
日
本
で
美
し
い
村
」
連
合
加
盟
に
よ
る
、「
美
し
い
村
づ
く
り
推
進
委

員
会
」
の
組
織
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
移
住
交
流
促
進
事
業
を
推
進
し
、

人
々
が
交
流
で
き
る
地
域
を
創
り
ま
す
。

◆｢

村
民
が
集
い
、
村
民
の
輪
が
広
が
る
活
力
に
み
ち
た
地
域
力
を
創
造
す
る｣

　
公
共
交
通
事
業
は
、
茅
野
市･

原
村
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
で
行
っ

て
い
ま
す
。
今
後
、
更
な
る
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

 

「
樅
の
木
荘
」
建
設
に
向
け
て
は
、
建
設
委
員
会
で
概
況
の
検
討
を
進
め
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
概
要
設
計
が
出
来
上
が
れ
ば
、
村
民
の
皆
さ
ま
に
ご
意

見
を
頂
く
予
定
で
す
。
ま
た
、「
も
み
の
湯
」
へ
の
温
泉
引
湯
管
で
す
が
、
平

成
３
年
の
竣
工
後
、
管
内
に
温
泉
成
分
が
付
着
し
管
が
詰
ま
り
、
い
つ
給
湯
が

止
ま
る
の
か
危
険
な
状
況
で
す
。
３
か
年
か
け
て
布
設
替
え
を
予
定
し
ま
す
。

　
中
央
公
民
館
は
、
暖
房
装
置
の
更
新
や
講
堂
改
修･

外
壁
工
事
等
を
、
ま

た
、
社
会
体
育
館
耐
震
化
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
原
村
村
民
文
化
祭
は
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と
な
る
見
込

み
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
、
新
た
に
駐
車
場
を
整
備
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
「
活
力
あ
る
村
」
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
多
く
の
施
策

は
、
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
の
も
と
、
か
な
り
の
成
果
と
な
っ
て
表
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
進
め
る
施
策
は
、
激
動
す
る
社
会･

経
済
の
動
き
を
踏
ま
え
て
、

常
に
そ
の
時
々
の
情
勢
に
見
合
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
視
点
で
検
証
し
、
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
私
が
掲
げ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ

い
て
、
村
長
と
し
て
、
具
現
化
に
向
け
て
更
な
る
努
力
を
致
す
所
存
で
す
。

　
原
村
は
、
先
人
達
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、
多
く
の
地
域
資
源
を
残
し

て
頂
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
が
認
め
ら
れ
、
昨
年
10
月
に
「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
」
連
合
に
加
盟
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
多
く
の
村
民
の
皆
さ
ま
の
主
体
的
な
参
画
を
頂
き
、
美
し
い
村

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
、
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
ロ
ゴ
マ
ー
ク



新年度予算のあらまし
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国
は
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
へ

の
対
応
や
地
方
の
創
生
、財
政
の
早
期

健
全
化
、防
災
・
減
災
対
策
の
強
化
、社

会
資
本
の
老
朽
化
へ
の
対
応
な
ど
、多

く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、こ
れ
ら
に

適
切
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
本
村
に
お
い
て
も
、子
育
て
支
援
の

さ
ら
な
る
充
実
や
高
齢
化
社
会
に
向

け
た
社
会
保
障
な
ど
の
扶
助
費
の
増

加
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
で
、道
路
や

橋
梁
の
長
寿
命
化
に
向
け
た
改
良
・
改

修
事
業
及
び
農
道
改
良
事
業
、樅
の
木

荘
新
築
建
て
替
え
工
事
、社
会
体
育
館

耐
震
化
及
び
改
修
工
事
と
い
っ
た
大
型

事
業
が
集
中
し
て
お
り
、多
額
の
財
源

投
入
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予

算
総
額
は
、43
億
９
３
０
０
万
円
で
、前

年
度
当
初
予
算
額
に
比
べ 

７
３
０
０
万

円（
1.7
％
）の
増
と
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、第
５
次
原
村
総
合
計
画

の
初
年
度
と
な
り
、原
村
地
域
創
生
総

合
戦
略
に
基
づ
い
て
地
方
創
生
へ
の
取

り
組
み
を
進
め
る
重
要
な
年
で
も
あ
り

ま
す
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、国
の
経
済

財
政
運
営
の
動
向
を
注
視
し
、特
に
地

方
創
生
に
向
け
て
新
た
に
創
設
さ
れ
る

新
型
交
付
金
な
ど
に
つ
い
て
は
情
報
収

集
に
努
め
、適
時
適
切
に
対
応
す
る
と

と
も
に
、住
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
た
上
で
、全
て
の
事
務
事
業
を
そ
の

根
幹
に
ま
で
遡
り
目
的
や
成
果
、解
決

す
べ
き
課
題
な
ど
を
踏
ま
え
て
予
算
編

成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
方
針

 

■
一
般
会
計

　歳
入
の
状
況

　
歳
入
は
、村
税
等
の
自
主
財
源

が
17
億
８
１
３
９
万
円
で
８
３
２

９
万
円（
4.5
％
）の
減
額
、地
方
交

付
税
・
国
県
支
出
金
等
の
依
存
財

源
が
26
億
１
１
６
２
万
円
で
１
億

５
６
２
９
万
円（
6.4
％
）の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
主
財
源
の
う
ち
、村
債
が
３

億
５
８
９
０
万
円
で
９
２
５
０
万

円（
34
．７
％
）増
、繰
入
金
が
５
億

６
７
６
９
万
円
で
７
７
３
５
万
円

（
12
．０
％
）減
、依
存
財
源
の
う
ち

国
庫
支
出
金
が
３
億
４
３
２
７
万

円
で
１
億
４
０
１
万
円
（
43
．

５
％
）増
、県
支
出
金
が
２
億
３
９

４
４
万
円
で
３
９
９
２
万
円（
14
．

３
％
）減
で
す
。

は
、前
年
度
比
５
０
２

万
円（
0.7
％
）増
と
な

り
ま
し
た
。固
定
資
産
税
は
新
築

家
屋
や
償
却
資
産
に
よ
り
２
０
０

万
円（
0.6
％
）増
、軽
自
動
車
税
は

税
率
の
改
正
に
よ
り
６
０
０
万
円

（
26
．１
％
）増
、た
ば
こ
税
は
２
０

０
万
円（
8.0
％
）減
で
す
。

交
付
税
・
譲
与
税
等
は
、

前
年
度
比
30
万
円
減

と
な
り
ま
し
た
。普
通
交
付
税
は

13
億
８
０
０
０
万
円
、特
別
交
付

税
は
８
０
０
０
万
円
と
昨
年
と
同

額
、地
方
消
費
税
交
付
金
は
１
０

０
万
円
増
で
す
。地
方
消
費
税
交

付
金
の
う
ち
社
会
保
障
財
源
分
の

５
２
０
０
万
円
は
、全
額
社
会
保

障
施
策
に
使
用
し
ま
す
。

支
出
金
は
、全
体
で
前

年
度
比
６
４
０
９
万

円（
12
．４
％
）増
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
国
庫
支
出
金
は
、年

金
生
活
者
等
臨
時
福
祉
給
付
金
２

７
０
０
万
円
増
、国
保
基
盤
安
定

負
担
金
５
９
７
万
円
増
、障
害
者

自
立
支
援
給
付
金
４
７
５
万
円
増
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
８
３

８
５
万
円
増
、臨
時
福
祉
給
付
金
・

子
育
て
世
帯
に
対
す
る
特
例
給
付

金
事
業
６
４
２
万
円
減
で
す
。

　
ま
た
、県
支
出
金
は
、国
保
基
盤

安
定
負
担
金
５
２
６
万
円
増
、元

気
づ
く
り
支
援
金
３
１
８
万
円
増
、

日
本
型
直
接
支
払
制
度
２
９
２
万

円
増
、グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

基
金
事
業（
太
陽
光
一
体
型LED

外

灯
設
置
事
業
）２
４
７
６
万
円
減
、

農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
１
５
３

０
万
円
減
な
ど
で
す
。

繰
入
金
は
、７
７
３

５
万
円（
12
．０
％
）

減
で
す
。財
源
が
不
足
す
る
た
め
、

財
政
調
整
基
金
５
億
１
７
０
０
万

円
、減
債
基
金
５
０
０
０
万
円
な

ど
を
繰
入
れ
ま
す
。

は
、前
年
度
比
９
２

５
０
万
円（
34
．７
％
）

増
と
な
り
ま
し
た
。緊
急
防
災
・
減

債
事
業
債
５
９
０
万
円
、公
共
事

業
等
債
８
２
５
０
万
円
、防
災
対

策
事
業
債
１
億
２
８
１
０
万
円
、

防
災
基
盤
整
備
事
業
債
７
４
０
万

円
、臨
時
財
政
対
策
債
１
億
３
５

０
０
万
円
で
す
。

特集

新
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し

「
人
と
自
然
と
文
化
が
息
づ
く 

美
し
い
村
」
に
向
け
て

村税　 7億4,111万円
村民税、固定資産税など村に納める税金

諸収入　2億3,962万円
村の預金の利子や貸付金の元利収入など

繰越金　1億3,000万円
前年度から今年度に持ち越されたお金

繰入金　5億6,769万円
基金などを取り崩し、歳入に充てるもの

・分担金及び負担金
・使用料及び手数料
・財産収入
・寄付金

6,664万円
2,289万円
1,334万円
10万円

その他の自主財源　1億297万円

県支出金  2億3,944万円
村の特定の仕事に対して
県から交付されるお金

国庫支出金　3億4,327万円
村の特定の仕事に対して
国から交付されるお金

地方譲与税　8,400万円
自動車重量税など本来地方税
に属される税金を国が徴収し、
村に譲与されたお金

村債　3億5,890万円
村が外部から調達した資金(借金)

地方交付税　14億6,000万円
行政サービスの一定水準の確保
のため、所得税などの国税の
一部が国より交付されるお金
　

・地方消費税交付金
・自動車取得税交付金
・地方特例交付金
・交通安全交付金
・配当割交付金
・利子割交付金
・株式等譲渡所得割交付金

1億1,500万円
500万円
300万円
140万円
100万円
30万円
30万円

その他の依存財源　1億2,600万円

一般会計の歳入

16.9%

5.5%

3.0%

12.9%

2.3%33.2%

7.8%

8.2%
5.5%
1.9%
2.8%

４３億9,300万円
歳　入

自主財源（40.6％）
17億8,139万円
依存財源（59.4％）
26億1,161万円

7億4,111万円
村税の内訳

村民税（個人）
3億351万円

入湯税
60万円（0.1%）

村民税（法人）
3,100万円

固定資産税
3億5,400万円

軽自動車税
2,900万円（3.9%）

たばこ税
2,300万円（3.1%）

40.9%

4.2%

47.8%

平成28年度一般会計は
　４３億９，３００万円

会計別予算額

会　計　名
一般会計
　　国民健康保険事業会計
　　国保直営診療施設会計
　　有線放送事業会計
　　農業者労働災害共済会計
　　後期高齢者医療会計
　　　　　　　　収益的収入
　　　　　　　　収益的支出
　　　　　　　　資本的収入
　　　　　　　　資本的支出
　　　　　　　　収益的収入
　　　　　　　　収益的支出
　　　　　　　　資本的収入
　　　　　　　　資本的支出

　　水道会計

　　下水道会計

２７年度予算額
43億2,000万円
11億7,700万円

9,100万円
5,200万円
120万円
7,750万円

1億5,346万円
1億4,796万円
2,400万円

1億1,654万円
3億7,638万円
2億3,748万円

0万円
2億3,565万円

２８年度予算額
43億9,300万円
12億2,700万円

9,800万円
2,200万円
120万円
8,100万円

1億8,747万円
1億5,867万円
2,400万円
6,647万円

3億7,635万円
2億3,751万円

950万円
2億7,439万円

対前年比
1.7%
4.2%
7.7%

－57.7%
0.0%
4.5%
22.2%
7.2%
0.0%

－43.0%
0.0%
0.0%

950000.0%
16.4%

企

業

会

計

特

別

会

計

村
税

地
方

国
県

村
債

基
金

2016  04
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・総務管理費
・徴税費
・住民基本台帳費
・選挙費

4億6,428万円
5,915万円
2,774万円
653万円

総務費　5億5,915万円
役場の庁舎管理など
全般的な事務経費

・社会福祉費
・児童福祉費

7億8,534万円
3億6,974万円

民生費　11億5,522万円
高齢者や障害者、児童の
ための福祉全般の経費

・保健衛生費
・清掃費

1億7,237万円
1億3,648万円

衛生費　3億885万円
各種検診やごみ処理などの経費

・農業費
・林業費　

2億4,534万円
360万円

農林業費　2億4,893万円
農業の振興や基盤整備、森林整備などの経費
農業全般的な経費

議会費　6,547万円（1.5%）
原村議会運営のための経費

・商工振興費
・観光費
・中央高原管理費

1億7,525万円
2,277万円

1億5,809万円

商工費　3億8,390万円
商工業の振興や観光事業などの経費

・道路橋梁費
・河川費
・下水道費
・住宅費

3億1,830万円
726万円

2億3,600万円
593万円

土木費　5億6,749万円
道路・河川などを整備する経費

・教育総務費
・小学校費
・中学校費
・社会教育費
・保健体育費

9,925万円
7,423万円
7,972万円

1億9,045万円
1億9,870万円

・常備消防費
・非常備消防費
・防災対策費

1億3,014万円
1,891万円
1,661万円

教育費　6億4,235万円
小・中学校などの運営や
社会教育などの経費

公債費　2億8,197万円
村が借りているお金を
返済するための経費

消防費　1億7,605万円
消防・防災にかかる経費

(0.1%)
予備費　200万円

12.7%

26.3%

7.0%5.7%
8.8%

12.9%

4.0%

14.6%

6.4%４３億9,300万円
歳出（性質別）

義務的経費（35.3％）
15億4,926万円

投資的経費（16.5％）
7億2,351万円

その他経費（48.2％）
21億2,023万円

人件費　8億835万円
職員・議員等に対し勤労の
対価、報酬として支払われる
経費

扶助費　4億5,894万円
児童福祉法等に基づき
被扶助者に対し支給する
経費など

公債費　2億8,197万円
村が借りているお金を
返済するための経費

普通建設事業費　7億2,351万円
道路、橋梁、学校、庁舎の建設や
大規模改修事業に要する経費

・貸付金
・維持補修費
・積立金
・予備費

1億5,572万円
6,466万円
1,770万円
200万円

繰出金　3億452万円
一般会計と特別会計間に
おいて支出される経費

物件費　7億795万円
臨時職員の賃金、消耗品、
委託料などの経費

その他　2億4,008万円

補助費等　8億6,768万円
各種団体や個人に支払われる
補助金、負担金などの経費

18.4%

10.4%

6.4%

16.5%
19.8%

16.1%

6.9%
5.5%

地方公共団体が行う事業を目的別に分類するもので、行政サービスの水準や行政上の特色などを知ること
ができます。

一般会計の歳出 性質別
地方公共団体の経費を性質別に分類するもので、義務的経費、投資的経費、その他の経費に区分できます。
義務的経費は、人件費、扶助費、公債費で、支出が義務づけられている経費です。投資的経費は、道路や
公共施設の建設といった行政水準の向上にかかる経費で、普通建設事業費で構成されます。

般会計の歳出 科目別一
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４３億9,300万円
歳出（科目別）

■
一
般
会
計

　歳
出
の
状
況

　
科
目
別
の
歳
出
の
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

費
は
、
前
年
度
比
５
６

３
万
円（
7.9
％
）減
と
な

り
ま
し
た
。議
員
共
済
組
合
等
負
担

金
は
９
９
１
万
円
（
５
３
９
万
円

減
）で
す
。

費
は
、前
年
度
比
２
８

３
６
万
円（
4.8
％
）減
と

な
り
ま
し
た
。移
住
促
進
事
業
４

１
４
万
円（
新
規
事
業
）、地
域
お
こ

し
協
力
隊
２
３
７
万
円（
新
規
事

業
）、美
し
い
村
連
合
事
業
４
３
９

万
円（
２
８
３
万
円
増
）、有
線
放
送

特
別
会
計
繰
出
金
８
３
５
万
円（
１

７
３
５
万
円
減
）、住
民
行
政
シ
ス

テ
ム
・
地
域
イ
ン
ト
ラ
運
営
費
３
２

９
２
万
円（
１
０
６
０
万
円
減
）、公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
策
定（
５

０
０
万
円
皆
減
）で
す
。

費
は
、前
年
度
比
８
０

１
万
円（
0.7
％
）増
と
な

り
ま
し
た
。障
害
者
総
合
支
援
法
関

係
費
１
億
４
０
６
４
万
円（
８
４
８

万
円
増
）、国
保
特
別
会
計
繰
出
金

９
０
３
７
万
円（
１
４
３
７
万
円

増
）、年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福

祉
給
付
金
２
７
０
０
万
円（
新
規
事

業
）、地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

整
備
１
２
８
７
万
円（
新
規
事
業
）、

広
域
連
合
介
護
保
険
負
担
金
１
億

４
７
４
万
円（
３
２
１
万
円
増
）、地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
委
託
事
業

７
１
７
万
円（
３
９
７
万
円
増
）、臨

時
福
祉
給
付
金
７
８
０
万
円（
６
３

０
万
円
減
）、地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
改
修
82
万
円（
１
９
４
２
万
円

減
）、老
人
医
療
給
付
金
１
億
６
０

０
万
円（
４
０
０
万
円
減
）、保
育
園

改
修
工
事（
２
１
４
３
万
円
皆
減
）

で
す
。

費
は
、前
年
度
比
３
億

７
万
円（
49
．３
％
）減

と
な
り
ま
し
た
。保
健
セ
ン
タ
ー
管

理
５
５
８
万
円（
５
４
０
万
円
増
）、

諏
訪
南
行
政
事
務
組
合（
ご
み
処

理
）負
担
金
４
９
７
３
万
円（
３
４

７
万
円
増
）、保
健
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業（
２
億
７
９
４
０
万
円
皆
減
）、

高
原
病
院
建
設
事
業
補
助
金（
１
０

０
０
万
円
皆
減
）、南
諏
衛
生
施
設

組
合
負
担
金
６
２
０
１
万
円（
８
４

７
万
円
減
）で
す
。

業
費
は
、前
年
度
比
４

４
８
２
万
円（
15
．３
％
）

減
と
な
り
ま
し
た
。農
業
の
再
生
を

考
え
る
会
９
万
円（
新
規
事
業
）、就

農
支
援
事
業
４
５
４
万
円（
新
規
事

業
）、県
営
農
村
災
害
対
策
整
備
事

業
６
３
０
万
円（
新
規
事
業
）、多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
５
３
１
９
万

円（
３
９
４
万
円
増
）、土
地
改
良
施

設
維
持
管
理
適
正
化
事
業
81
万
円

（
８
６
０
万
円
減
）、農
業
基
盤
整
備

促
進
事
業
１
５
０
０
万
円（
３
０
０

０
万
円
減
）、効
果
促
進
事
業（
５
７

０
万
円
皆
減
）で
す
。

改
良
事
業
１
億
９
０
０
０
万
円（
８

６
０
０
万
円
増
）、道
路
維
持
費
４

１
９
８
万
円（
１
２
７
８
万
円
増
）、

河
川
整
備
受
託
事
業（
１
０
０
０
万

円
皆
減
）、下
水
道
事
業
特
別
会
計

負
担
金
・
補
助
金
２
億
３
６
０
０
万

円（
２
０
０
万
円
減
）で
す
。

費
は
、前
年
度
比
１
９

７
２
万
円（
10
．１
％
）

減
と
な
り
ま
し
た
。南
三
陸
町
災
害

時
応
援
協
定
10
万
円（
新
規
事
業
）、

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
購
入

８
５
０
万
円（
新
規
事
業
）、県
衛
星

系
防
災
行
政
無
線
設
備
更
新
事
業

８
５
６
万
円（
新
規
事
業
）、諏
訪
広

域
連
合
負
担
金
１
億
３
０
１
４
万

円（
８
１
１
万
円
増
）、消
防
団
員
退

職
報
奨
金
79
万
円（
８
０
２
万
円

減
）、消
防
団
員
活
動
服
等
購
入
１

２
４
万
円（
４
３
３
万
円
減
）、防
災

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成（
５
７
５
万
円

皆
減
）、防
災
拠
点
太
陽
光
一
体
型

LED

外
灯
設
置
工
事（
２
４
７
６
万

円
皆
減
）で
す
。費は

、前
年
度
比
２
億

６
４
０
２
万
円（
69
．

８
％
）増
と
な
り
ま
し
た
。学
校
給

食
費
補
助
１
３
０
万
円（
新
規
事

業
）、小
学
校
外
国
語
指
導
事
業
６

８
０
万
円（
新
規
事
業
）、小
学
校

プ
ー
ル
サ
イ
ド
遮
熱
ゴ
ム
チ
ッ
プ
舗

装
工
事
７
０
０
万
円（
４
１
０
万
円

増
）、中
学
校
校
庭
整
備
事
業
１
０

８
０
万
円（
皆
増
）、中
央
公
民
館
改

修
工
事
６
０
２
０
万
円（
５
８
０
４

万
円
増
）、八
ヶ
岳
美
術
館
管
理
委

託
１
４
３
３
万
円（
２
５
０
万
円

増
）、八
ヶ
岳
美
術
館
窓
等
改
修
工

事
９
２
８
万
円（
新
規
事
業
）、社
会

体
育
館
耐
震
化
等
改
修
工
事
１
億

７
２
４
２
万
円（
１
億
６
９
０
９
万

円
増
）で
す
。費

は
、前
年
度
比
２
１

７
万
円（
4.5
％
）増
と
な

り
ま
し
た
。償
還
元
金
２
億
６
２
３

４
万
円（
１
４
７
５
万
円
増
）、償
還

利
子
１
９
５
９
万
円（
２
６
２
万
円

減
）で
す
。

出
金
は
、前
年
度
比
１

６
２
万
円（
新
規
）増
で

す
。上
水
道
事
業「
経
営
戦
略
」策
定

経
費
繰
出
金
１
６
２
万
円
で
す
。

　
性
質
別
に
み
た
歳
出
の
状
況
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
維
持
補
修
費
は
、道
路
維
持
費
や

学
校
等
の
公
共
施
設
補
修
等
が
増

え
て
き
た
た
め
３
２
２
８
万
円

（
99
．７
％
）の
大
幅
増
、普
通
建
設

事
業
は
、社
会
体
育
館
耐
震
等
改
修

工
事
、温
泉
引
湯
管
布
設
替
え
等
大

型
事
業
が
続
き
２
９
０
１
万
円

（
4.2
％
）増
と
な
り
ま
し
た
。公
債
費

は
、利
率
低
下
に
よ
り
利
息
額
は
減

少
し
て
い
る
も
の
の
１
２
１
７
万
円

（
4.5
％
）増
で
す
。積
立
金
は
、基
金

利
息
等
の
減
少
に
よ
り
３
６
１
万

円（
17
．０
％
）減
、貸
付
金
は
、勤
労

者
生
活
資
金
の
利
用
が
少
な
い
た

め
預
託
金
を
減
額
し
ま
し
た
。

2016  04

費
は
、

前
年
度

比
９
０
５
６
万
円

（
30
．９
％
）増
で

す
。八
ヶ
岳
観
光
圏

事
業
９
０
３
万
円

（
６
７
１
万
円
増
）、

温
泉
引
湯
管
布
設

替
え
工
事
９
０
０

０
万
円
（
新
規
事

業
）、温
泉
源
泉
揚

湯
ポ
ン
プ
購
入
４

６
３
万
円（
皆
増
）、

八
ヶ
岳
自
然
文
化

園
管
理
委
託
３
４

８
３
万
円（
５
０
０

万
円
増
）、商
工
会

御
柱
観
光
事
業
補

助
金
１
１
０
万
円

（
新
規
事
業
）、震
災

雇
用
対
応
事
業（
５
０
０
万
円
皆

減
）で
す
。

費
は
、前
年
度
比
９
６

９
３
万
円（
20
．６
％
）

増
と
な
り
ま
し
た
。道
路
除
融
雪
事

業
１
７
７
７
万
円（
１
３
２
万
円

増
）、村
単
道
路
改
良
事
業
１
９
３

４
万
円（
８
５
１
万
円
増
）、社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
に
よ
る
道
路

議
会

総
務

民
生

衛
生

農
林

商
工

土
木

消
防

教
育

公
債

(0.1％未満)
諸支出金　162万円

諸
支
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k
o

h
o

 H
A

R
A

特

　集

ト
ピ
ッ
ク
ス

暮
ら
し
の
情
報

行
政
情
報

保
健
・
福
祉
の
掲
示
板

2016  042016  04

○海外ホームステイ事業

○若者定住促進事業（H32まで延長）

○子ども医療費給付事業

○子育てフォローアップ事業

○児童発達支援事業

○児童手当

○子育て支援特別事業

○ひとり親家庭等医療費給付事業

○妊婦・乳幼児健診事業

○母子支援事業（母親学級等）

●学校給食費補助

○心の教室相談員

○私立幼稚園通園・就園奨励・運営補助金

367万円

1,200万円

1,810万円

325万円

351万円

1億2,054万円

4,198万円

250万円

848万円

62万円

130万円

238万円

232万円

平成２８年 度
重点事業金額は１万円未満を四捨五入

しています。●は新規事業です。

村民が集い、村民の輪が広がる
　　活力にみちた地域力を創造する

豊かな自然や地域資源を育み、
　　人々が交流できる地域を創造する
○森林環境保全直接支援事業（村有林間伐）

○美しい村連合事業

●特定外来植物駆除

●森のエネルギー推進事業

●温泉引湯管等布設替え工事

○八ヶ岳自然文化園管理委託

○樅の木荘建設事業

○下水道事業会計負担金・補助金

○美術館管理運営委託

●美術館窓等改修工事

418万円

439万円

13万円

20万円

9,000万円

3,483万円

24万円

2億3,600万円

1,433万円

928万円

若者が活躍し、安心して
　　子育てのできる環境を創造する

●地域おこし協力隊

○住宅リフォーム促進事業（H28まで）

●農業の再生を考える会

○農業振興補助金（安値対策・青年就農給付他）

○農作物防除推進事業（有害鳥獣駆除対策）

○中山間地域直接支払制度補助

○多面的機能支払制度事業

●就農支援事業（農業後継者育成等）

●ブランド化事業

●県営農村災害対策整備事業

○農業基盤整備促進事業

○商工業者活性化事業補助

○商工会事業運営補助

●商工会創業支援事業補助金

○起業チャレンジ補助金

○制度資金保証料補給金

○中小企業振興資金利子補給金

●人材確保事業

○八ヶ岳観光圏＆八ヶ岳周遊バス負担金

●信州ディスティネーションキャンペーン負担金

●商工会御柱観光事業運営補助

○観光連盟支援事業

●外国人誘客事業（地方創生）

237万円

300万円

9万円

3,461万円

288万円

3,955万円

5,319万円

454万円

145万円

630万円

1,500万円

130万円

540万円

15万円

130万円

900万円

600万円

90万円

903万円

16万円

110万円

403万円

193万円

○健康づくり事業（うち衛自補助180万円）

●移住促進事業

○村づくり推進事業

○公共交通推進事業

○各区交付金（うち環境衛生費240万円）

○個人番号カード交付事業

○障害者福祉対策事業（生活支援等）

○社会福祉協議会事業（地域福祉推進等）

○世帯主医療給付金

○重度心身障がい者医療費特別給付金

●年金生活者等支援臨時福祉給付金

○高齢者等生活支援（ホームヘルパー・福祉輸送等）

○老人施設入所措置費

○老人医療費特別給付金

●地域福祉センター駐車場整備事業

○介護予防事業

○包括的支援事業（配食サービス等）

○介護保険関連　広域連合負担金

○後期高齢者医療広域連合負担金・繰出金

○諏訪中央病院組合負担金

○検診事業

○予防接種事業（インフルエンザ等薬剤含む）

○諏訪南行政事務組合負担金（ごみ・斎場）

○道路維持（補修工事・草刈等）

○道路除融雪事業

○村単道路改良事業

○社会資本整備総合交付金事業（道路改良工事）

○交通安全対策（うち安協補助金150万円）

○常備消防費（広域連合負担金）

○非常備消防費（消防団活動）

●小型動力ポンプ付積載車購入

●南三陸町災害時応援協定（旅費）

●長野県衛星系防災行政無線設備更新事業

○社会体育館耐震化等改修工事

●上水道事業経営戦略策定経費

268万円

414万円

700万円

1,505万円

895万円

96万円

1億6,249万円

805万円

500万円

2,000万円

2,700万円

1,475万円

1,104万円

1億600万円

1,287万円

1,504万円

1,605万円

1億474万円

9,944万円

4,718万円

994万円

1,874万円

5,580万円

4,198万円

1,777万円

1,934万円

1億9,000万円

692万円

1億3,014万円

1,891万円

850万円

10万円

856万円

1億7,242万円

162万円

●中学校校庭整備

○小学校プールサイド遮熱ゴムチップ舗装工事

○学童クラブ・放課後子ども事業

○小・中学校特別支援・学習支援員

●小学校外国語指導（ALT）

○中学校ＡＬＴ派遣事業

1,080万円

700万円

1,602万円

1,806万円

680万円

557万円

地域産業を育て、活力と豊かさを創造する

■
特
別
会
計

　
　
・
企
業
会
計

　
平
成
28
年
度
の
特
別
会
計
及
び

企
業
会
計
の
予
算
規
模
は「
会
計

別
予
算
額
」の
と
お
り
で
す
。

■
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特

別
会
計 

　

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、医

療
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
前
年
度

比
５
０
０
０
万
円（
4.2
％
）増
の
12

億
２
７
０
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、平
成
28
年
度
は
国
民

健
康
保
険
に
係
る
限
度
額
の
引
き

上
げ
な
ど
の
税
制
改
正
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。し
か
し
被
保
険
者
の

減
少
等
に
よ
り
、税
額
は
７
８
５

万
円（
2.8
％
）減
の
２
億
７
０
９
３

万
円
の
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

他
の
財
源
は
、国
庫
支
出
金
２
億

５
２
４
１
万
円
、前
期
高
齢
者
交

付
金
２
億
３
９
２
９
万
円
、一
般

会
計
繰
入
金
９
０
３
７
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。歳
出
は
、保
険
給
付

費
を
３
９
９
５
万
円（
6.0
％
）増
の

７
億
５
３
７
万
円
と
し
、後
期
高

齢
者
支
援
金
に
１
億
４
７
８
５
万

円
、共
同
事
業
拠
出
金
２
億
６
４

４
１
万
円
、介
護
納
付
金
に
６
３

７
４
万
円
、特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
等
や
保
健
予
防
事
業
の
推
進

を
図
る
た
め
の
保
健
事
業
費
に
１

４
６
５
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
施

設
勘
定
特
別
会
計 
　

入
に
８
２
１
万
円
、レ
ン
ト
ゲ
ン
画

像
処
理
ユ
ニ
ッ
ト
等
の
医
療
機
器

更
新
に
１
８
４
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。ま
た
国
保
直
営
診
療
施
設

基
金
に
平
成
25
年
度
か
ら
４
年
連

続
で
１
０
０
０
万
円
の
積
立
を
計

上
し
ま
し
た
。

　
引
続
き
複
数
の
医
師
に
よ
る
診

療
を
行
い
医
療
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

■
有
線
放
送
事
業
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
、音
声

告
知
放
送
セ
ン
タ
ー
装
置
の
老
朽

化
に
伴
う
更
新
工
事
が
終
了
し
た

た
め
、前
年
度
比
３
０
０
０
万
円

（
57
．７
％
）減
の
２
２
０
０
万
円

と
し
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、農
協
施
設
維
持
負
担

金
が
前
年
度
と
同
額
の
５
０
０
万

円
、一
般
会
計
繰
入
金
８
３
５
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。歳
出
は
、サ

ラ
ダ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
放
送
に
必
要

な
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
デ
ジ
タ
ル
放

送
基
幹
施
設
リ
ー
ス
料
と
し
て
８

７
８
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
は
、行
政
チ
ャ
ン

ネ
ル
デ
ジ
タ
ル
放
送
基
幹
施
設
の

リ
ー
ス
が
切
れ
る
た
め
、サ
ラ
ダ

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
継
続
に
つ
い
て
検
討

を
行
い
ま
す
。

■
農
業
者
労
働
災
害
共
済
事
業

特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
前
年

度
と
同
額
の
１
２
０
万
円
と
し
ま

し
た
。

　
共
済
見
舞
金
に
つ
い
て
前
年
度

並
の
94
万
円
を
見
込
み
、こ
の
財

源
と
し
て
農
労
災
共
済
掛
金
・
財

産
運
用
収
入
・
繰
越
金
等
に
よ
り

調
整
し
ま
し
た
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
歳
入
・
歳
出
予
算
総
額
は
前
年

度
比
３
５
０
万
円（
4.5
％
）増
の
８

１
０
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、保
険
料
５
７
２
６
万

円
、一
般
会
計
繰
入
金
２
３
５
３

万
円
で
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運
営

は
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
が
行
っ
て
お
り
、村
で
は
被

保
険
者
証
や
資
格
証
明
に
関
す
る

こ
と
、医
療
給
付
に
関
す
る
こ
と

等
の
受
付
事
務
や
保
険
料
の
徴
収

事
務
を
行
い
、広
域
連
合
に
対
し

て
保
険
料
等
負
担
金
７
７
８
５
万

円
を
納
付
し
ま
す
。

■
水
道
事
業
会
計

　
予
算
総
額
は
、収
益
的
収
入
が

前
年
度
比
３
４
０
０
万
円（
22
．

２
％
）増
の
１
億
８
７
４
７
万
円
、

収
益
的
支
出
が
前
年
度
比
１
０

７
１
万
円（
7.2
％
）増
の
１
億
５
８

６
７
万
円
、資
本
的
収
入
は
下
水

道
事
業
か
ら
の
償
還
金
で
対
前
年

度
と
同
額
の
２
４
０
０
万
円
、資

本
的
支
出
は
工
事
請
負
費
の
減
額

に
よ
り
対
前
年
度
５
０
０
７
万
円

（
43
．０
％
）減
の
６
６
４
７
万
円

と
し
ま
し
た
。

　
主
な
事
業
は
、経
営
の
効
率
化
・

健
全
化
の
取
り
組
み
の
た
め
の｢

経

営
戦
略｣

策
定
に
３
２
４
万
円
、水

道
施
設
監
視
装
置
更
新
に
２
８
４

０
万
円
、原
山
地
区
配
水
管
布
設

工
事
に
２
４
０
０
万
円
、給
水
配

管
管
理
シ
ス
テ
ム
更
新
に
１
３
９

万
円
で
す
。

■
下
水
道
事
業
会
計
　
　
　
　

　
予
算
総
額
は
、収
益
的
収
入
は

前
年
度
並
２
万
円
減
の
３
億
７
６

３
５
万
円
、収
益
的
支
出
は
３
万

円
増
の
２
億
３
７
５
１
万
円
、資

本
的
収
入
は
企
業
債
等
の
借
入
が

９
５
０
万
円
、資
本
的
支
出
は
３

８
７
５
万
円（
16
．４
％
）増
の
２

億
７
４
３
９
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
歳
入
で
は
、諏
訪
湖
流
域
下
水

道
負
担
金
が
上
が
る
た
め
、使
用

料
の
改
定
を
予
定
し
ま
す
。

　
主
な
事
業
は
、下
水
道
事
業
計

画
変
更
認
可
申
請
書
作
成
委
託

８
９
７
万
円
、経
営
の
効
率
化
・
健

全
化
の
取
り
組
み
の
た
め
の｢

経

営
戦
略｣

策
定
３
２
４
万
円
、流

域
下
水
道
建
設
負
担
金
１
０
２

１
万
円
、下
水
道
施
設
監
視
装
置

更
新
に
３
６
６
１
万
円
、企
業
債

元
金
償
還
金
１
億
９
９
３
１
万

円
、企
業
債
利
息
償
還
金
３
３
８

１
万
円
、水
道
事
業
会
計
へ
の
長

期
借
入
元
利
償
還
金
２
４
５
８

万
円
で
す
。

新年度予算のあらまし

　
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
は
、前
年
度
比
７

０
０
万
円（
7.7
％
）増

の
９
８
０
０
万
円
と

し
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、幅
広
い
年

齢
層
の
か
か
り
つ
け
医

と
し
て
安
定
し
た
収

入
が
見
込
ま
れ
、診
療

収
入
は
前
年
度
よ
り

１
１
７
万
円
多
い
７

９
８
７
万
円
（
1.5
％

増
）
を
見
込
み
ま
し

た
。歳
出
は
、電
子
カ
ル

テ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
終
了

に
伴
い
新
シ
ス
テ
ム
導
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原村図書館
オープン２０周年

　
原
村
図
書
館
は
、平
成
８
年
８
月
３
日
の
オ
ー
プ
ン
か
ら

今
年
で
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。現
在
原
村
図
書
館
で
は
約

10
万
点
の
蔵
書
を
有
し
て
い
ま
す
が
、オ
ー
プ
ン
当
時
は
現

在
の
蔵
書
数
の
半
分
程
で
し
た
。図
書
館
を
利
用
さ
れ
る
方

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、こ
の
20
年
間

で
大
型
図
書
館
に
も
負
け
な
い
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
6
月
23
日
に
は
図
書
貸
出
数
2
0
0
万
冊
を
突
破

し
、そ
れ
を
記
念
し
た
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。当
初
の

予
定
で
は
、今
年
6
月
頃
の
予
定
で
し
た
が
、貸
出
数
の
増

加
で
1
年
前
倒
し
の
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、平
成
26
年
度
の
個
人
貸
出
数
は
11
万
7
，4
5
4

点
で
、国
勢
調
査
の
人
口
7
，4
4
5
人
で
除
し
ま
す
と
、一

人
当
た
り
の
貸
出
数
は
15
．8
点
と
な
り
ま
す
。15
．8
点
の

貸
出
は
県
下
第
2
位
の
数
字
で
、1
位
と
は
0
．1
点
の
差

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
3
月
31
日
ま
で
の
貸
し
出
し
は
、図
書
資
料
が
一
人
10
冊

ま
で
2
週
間
、D
V
D
な
ど
の
A
V
資
料
が
一
人
3
点
ま
で

1
週
間
で
し
た
。原
村
図
書
館
と
諏
訪
地
方
の
5
つ
の
図
書

館
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
が
り
、相
互
に
図
書
の
貸
し
出
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、「
冊
数
制
限
が
あ
る
た
め
に
、本

が
図
書
館
に
届
い
て
い
る
の
に
借
り
ら
れ
な
い
」「
図
書
館
ま

で
の
交
通
手
段
が
確
保
で
き
な
い
の
で
、一
冊
で
も
多
く
借
り

て
い
き
た
い
」「
子
ど
も
に
読
ん
で
あ
げ
る
絵
本
は
一
日
で
10

冊
を
超
え
て
い
る
」と
い
う
声
も
多
く
聞
か
れ
ま
す
。

　
そ
ん
な
方
々
の
ご
要
望
に
お
応
え
し
、平
成
28
年
4
月
1

日
よ
り
一
人
20
冊
ま
で
借
り
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、貸
し
出
し
の
期
間
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、従
来

ど
お
り
の
期
限
ま
で
に
返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
図
書
館
は
、「
本
を
借
り
る
」だ
け
の
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。図
書
館
は
生
涯
学
習
の
拠
点
施
設
と
し
て
も
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。生
涯
学
習
で
は
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
に

移
す
こ
と
で
、個
人
の
生
活
を
変
え
、社
会
を
変
え
る
こ
と
が

で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
原
村
図
書
館
で
は
、知
識
を
活
か
す
き
っ
か
け
づ
く
り
と

し
て
、米
粉
ベ
ー
カ
リ
ー
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。米

粉
で
パ
ン
を
焼
け
ば
も
っ
ち
り

し
た
米
粉
パ
ン
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま
す
し
、米
の
消
費

が
拡
大
す
れ
ば
、原
村
が
取

り
組
む
米
粉
米
の
生
産
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。あ
な

た
も
ぜ
ひ
、米
粉
パ
ン
、焼
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
平
成
22
年
は
、「
電
子
書
籍
元
年
」と
呼
ば
れ
、多
く
の

書
籍
が
電
子
化
さ
れ
ま
し
た
。本
を
読
む
だ
け
が
読
書
を

楽
し
む
方
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。パ
ソ
コ
ン
や
i
パ
ッ
ド
、

ス
マ
ホ
や
電
子
書
籍
リ
ー
ダ
ー
な
ど
も
、読
書
の
た
め
の

媒
体
で
す
。原
村
図
書
館
で
は
電
子
書
籍
リ
ー
ダ
ー
を
購

入
し
、館
外
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。リ
ー
ダ
ー
は
文
字
の

大
き
さ
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、視
力
に
自
信

が
な
い
方
で
も
大
丈
夫
で
す
。

　
国
立
国
会
図
書
館
に

は
、明
治
43
年
か
ら
の
書
籍

が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
う
ち
1
3
1
万
点
が

デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と

し
て
、電
子
書
籍
化
さ
れ
ま

し
た
。閲
覧
は
原
村
図
書

館
内
の
パ
ソ
コ
ン
の
み
で
す

が
、コ
ピ
ー
を
取
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、実
務
六
法
・
損
害

賠
償
算
定
集
も
オ
ン
ラ
イ

ン
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。従
前
、法
律

書
を
紐
解
き
該
当
の
条
文

や
判
例
を
見
つ
け
る
こ
と

は
、簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。パ
ソ
コ
ン
に
事
例

を
入
力
す
る
こ
と
で
、法
律

や
判
例
、賠
償
額
等
を
調
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。試
し

に
使
っ
て
み
る
の
も
お
も
し

ろ
い
と
思
い
ま
す
。

▲国立国会・判例検索用パソコン▲電子書籍リーダー

おかげさま
で！

おかげさま
で！

　
原
村
図
書
館
で
は
、お
は
な
し
会
や
お
た
の
し
み
会
を
毎
月

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
お
は
な
し
会
は
、絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
、パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
や
素
話
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
お
は
な
し 

や

ま
ん
ば
」「
か
み
し
ば
い 

み
ち
く
さ
」「
カ
ン
ト
リ
ー
マ
ア
ム
」「
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー 

お
も
ち
ゃ
箱
」の
皆
さ
ん
が
、語
り
に
工
夫
を
凝

ら
し
、聞
く
者
を
物
語
の
世
界
へ
誘
っ
て
く
れ
ま
す
。お
た
の
し

み
会
は
、子
ど
も
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
の
こ
の
こ
」の
皆
さ
ん
の

お
は
な
し
会
で
、低
学
年
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
読
み
聞
か
せ
を

行
っ
た
り
折
り
紙
を
教
え
た
り
し
て
い
ま
す
。子
ど
も
同
士
が

ふ
れ
あ
い
、成
長
す
る
機
会
と
し
て
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

▶（上）おはなし会

肉声で語りかける言
葉は、聞く者の心に
響きます。

◀（下）おたのしみ会

昔読んだ素敵な話を、
小さな子どもたちにも
知ってもらいたい。

　
平
成
27
年
10
月
2
日
、長
野
県
木
曽
町
で
開
催
さ
れ
た

N
P
O
法
人「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」連
合
の
大
会
に
お

い
て
、高
遠
町
と
共
に
原
村
が
新
規
加
盟
し
ま
し
た
。美
し

い
村
は
、も
と
も
と
あ
る
見
た
目
の
美
し
さ
を
選
ぶ
の
で
は

な
く
、そ
の
地
域
で
人
々
が
代
々
育
ん
で
き
た
生
活
の
営
み

に
よ
り
つ
く
ら
れ
た
景
観
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
原
村
は
、「
八
ヶ
岳
の
裾
野
に
広
が
る
豊
か
な
自
然
と
農

地
が
調
和
し
た
農
村
景
観
」「
土
蔵
の
鏝
絵
」が
地
域
資
源
と

し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。原
村
図
書
館
も
こ
の
よ
う
な
素
晴

ら
し
い
資
源
を
守
り
育
て
て
い
く
た
め
に
、展
示
ス
ペ
ー
ス
に

鏝
絵
を
展
示
、日
本
で
最
も
美
し
い
村
の
ロ
ゴ
を
あ
し
ら
っ

た
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
バ
ッ
グ
を
製
作
、美
し
い
村
を
創
造
す
る

た
め
の
美
し
い
心
を
育
む
お
は
な
し
会
、講
演
会
を
開
催
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲20周年を迎える8月3日より、原村図書館を利用し
た方（一世帯につき1枚）に、「セロリン」と「日本で最
も美しい村」のロゴをあしらったバッグを配布予定。
　（※詳細なデザインは未定です。）

　
原
村
図
書
館
で
は
前
述
の
お
は
な
し
会
や
お
た
の
し
み

会
以
外
に
も
楽
し
い
行
事
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！
図
書
館
ま

つ
り
で
は
、人
形
劇
や
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
、絵
本
作
家
の
講

演
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。夏
冬
に
開
催
さ
れ
る
図
書

館
講
座
も
好
評
で
、野
鳥
観
察
会
や
工
作
教
室
は
す
ぐ
に

定
員
に
達
し
て
し
ま
い
ま
す
。お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。ま
た
、こ
れ
ら
の
行
事
と
併
せ
て
、年
中
行
事
や
人
生

の
節
目
に
合
わ
せ
た
テ
ー
マ
図
書
の
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
々
の
生
活
に
お
役
立
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、原
村
図
書
館
で
は
利
用
者
の
問
題
解
決
を
支

援
す
る
た
め
に
、レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。知
り
た
い
こ
と
、疑
問
に
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、カ
ウ
ン
タ
ー
職
員
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。お
役
に
た

て
る
資
料
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

開催日内容

5月21日(土)、6月15日(水)、
7月27日(水)、10月19日(水)、
1月25日(水)、2月18日(土)、
3月8日(水)

おはなし会

おたのしみ会
4月20日(水)、6月1日(水)、
7月6日(水)、9月7日(水)、
2月1日(水)、3月1日(水)

11月26日(土)、11月27日(日)図書館まつり
12月21日(水)クリスマス会

8月3日(水)～　newライブラリー
バッグを1世帯に1枚プレゼント!!

２０周年記念
夏の図書館講座

冬の図書館講座 2月4日(土)

平成28年度原村図書館行事

◆
４
月
１
日
よ
り
、
図
書
を
一
人

　
20
冊
ま
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
！

◆
４
月
１
日
よ
り
、
図
書
を
一
人

　
20
冊
ま
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
！

◆
米
粉
ベ
ー
カ
リ
ー
の
貸
出
し

　
５
月
末
日
ま
で
延
長
し
ま
す

◆
米
粉
ベ
ー
カ
リ
ー
の
貸
出
し

　
５
月
末
日
ま
で
延
長
し
ま
す

◆
読
書
の
新
し
い
形―

―

電
子
書
籍

◆
読
書
の
新
し
い
形―

―

電
子
書
籍

◆
お
は
な
し
会
・
お
た
の
し
み
会

◆
お
は
な
し
会
・
お
た
の
し
み
会

◆
日
本
で
最
も
美
し
い
村
、
原
村

◆
日
本
で
最
も
美
し
い
村
、
原
村

◆
今
年
度
の
原
村
図
書
館
行
事

◆
今
年
度
の
原
村
図
書
館
行
事
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住宅リフォーム補助金

平成28年度　原村住宅リフォーム促進事業補助金(概要)

補助要件(次の全ての要件を満たす場合)

補助金額

補助金の申請

　住民の皆さんが安心して住み続けられる住まいづくりと、村内住宅関連業者の振興及び地域経済の活
性化を図ることを目的に、住宅リフォームの工事に要する経費の一部が予算の範囲内で補助されます。

●村内に住民登録のある方　　●過去に当補助を受けていない方
●村税等の滞納がない方　　　●村内の施工業者で工事を行う方
●申請年度内に工事完了実績報告書を提出することができる方
●補助対象者が村内に所有している住宅で、現に居住している住宅であること
※事務所・ペンション等の併用住宅の場合は、自己の居住部分に限ります。

50万円以上の住宅リフォームに対し、一律10万円
※1棟の住宅に対し、1回限りの補助です。

役場2階 建設水道課環境係窓口で申請してください。

≪注意事項≫　補助金の交付申請は、工事着手前に済ませてください。工事着手後の申請は受付
できませんのでご注意ください。実績報告書は、工事完了後30日以内、又は申請年度の3月31日の
いずれか早い日までに必ずご提出ください。

補助対象となる工事内容一覧

天井・壁・床の修繕、間取替え等

屋根葺き替え、雨漏り修理、雨樋取替え等

サイディング工事、吹付工事、コーキング補修等

工事
木工事

外装工事
サッシ工事

左官工事
建具工事
内装工事

屋根工事

塗装工事

設備工事

電気工事

玄関ドア・冊子取替え、ガラス工事等

工事内容

クロス・クッションフロアの貼替え、畳替え等

建具・建具金具の取替え、襖の貼替え等

京壁塗替え、タイルの張替え、モルタル補修等

屋根の塗替え、外部・内部塗装等
スイッチ・コンセント・電灯の増設、
回路・アンペアの増設等

※一覧に記載のない工事やその他詳細については、
　建設水道課環境係へお問い合わせください。

○外構工事(フェンス・境・舗装・植栽・雨水排水等)
○車庫、物置等の工事
○建物のリフォームを伴わない下水道・合併処理浄化槽工事
○太陽光発電の設備工事　　○耐震改修工事
○シロアリ駆除、その他の防虫や消毒等の薬品散布・塗布
○ハウスクリーニング、排水管清掃等
○申請者が自ら行うリフォーム工事
○消火器等、消防用品や各種防災用品の購入・設置
　(住宅用火災警報器、ガス漏れ警報器等)
○電化製品等(移動が比較的容易であり、単体で機能を発
　揮できる製品)の購入・設置
　例）テレビ、冷蔵庫、食器洗浄機、電子レンジ、オーブンレン  
　　  ジ、炊飯器、照明器具(後付型)、洗濯乾燥機、カーテン、
　　  絨毯、その他これらに類するもの

≪注意事項≫　当補助金以外で、国、県及び村から補助・融
資を受けることができる工事は、対象外となります。
　例：県「信州型エコ住宅・環の住まい設備事業」
　　  村「障害者等地域生活支援事業」　ほか

補助対象とならない工事内容一覧

住宅リフォーム補助金のご案内住宅リフォーム補助金のご案内

■
住宅リフォーム補助金に関するお問い合わせは下記までお願いします。

問  建設水道課環境係　☎79-7933(直通)

下水道料金改定について
　長野県より、平成27年度の諏訪湖流域下水道豊田終末処理場の収支バランスが大きく不均衡を生じ
ていることから、諏訪流域下水道維持管理負担金の５円／㎥の増額が示されました。
　これを受け原村下水道審議会では、下水道料金による収支バランスをとる事が大切であるとの検討が
なされ、平成２８年４月１日より、下水道使用料が５円／㎥の増額となります。現在お使いの方の下水
道使用料は、６月のメータ検針より下記の表の料金となります。諏訪湖流域の水質汚濁を防止を目的に、
経費の抑制を図って経営を安定させ健全な経営をするために、ご理解・ご協力をよろしくお願いします。

平成28年度　原村太陽光発電システム設置補助金(概要)

補助要件(次の全ての要件を満たす場合)

補助金額

補助金の申請

　地球環境の保全やエネルギーの安定供給の確保を図り、環境にやさしいまちづくりを推進するため、
一般住宅用の太陽光発電システムの設置に要する経費の一部が予算の範囲内で補助されます。

●村内に住民登録があること　　●過去に当補助金を受けていないこと
●村内に自らが居住する住宅(新築の場合を含む)等であること　　●村税の滞納がないこと
●最大出力が10キロワット未満の太陽光発電システムであること
●発電システムが未使用品であること(中古品は対象外)
●電力会社と電灯会社及び余剰電力の売買契約を締結するものであること
●申請年度内に工事完了実績報告書を提出することができるものであること

対象経費(設置にかかった経費)の10％以内
補助限度額は、20万円(村外業者が設置する場合は10万円)

役場2階 建設水道課環境係窓口で申請してください。

太陽光発電システム設置補助金のご案内太陽光発電システム設置補助金のご案内

≪注意事項≫　補助金の交付申請は、工事着手前に済ませてください。工事着手後の申請は受付
できませんのでご注意ください。実績報告書は、工事完了後30日以内、又は申請年度の3月31日の
いずれか早い日までに必ずご提出ください。

■問  建設水道課環境係
　  ☎79-7933（直通）

改定 汚水排水使用料（下水道使用料）　平成28年4月1日から2か月ごと

超過料金（1㎥につき）

基本料+累計

使用水量 料金

20㎥まで 3,585.60円
（3,320円）

20㎥ 40㎥ 60㎥ 80㎥ 100㎥ 200㎥ 600㎥

を超え を超え を超え を超え を超え を超え 超え

40㎥まで 60㎥まで 80㎥まで 100㎥まで 200㎥まで 600㎥まで

186.84円 205.20円 210.60円 216.00円 222.48円 237.60円 243.00円

（173円） （190円） （195円） （200円） （206円） （220円） （225円）

3,736.80円 7,840.80円 12,052.80円 16,372.80円 38,620.80円 133,660.80円

7,322.40円 11,426.40円 15,638.40円 19,958.40円 42,206.40円 137,246.40円

基本料金

累計

■問  建設水道課上下水道係　☎79-7943(直通)

住宅設備は、システムキッチン等建物のリ
フォーム工事に伴って発生する設備に限
ります。設備製品等のみの取替え・新設は
対象になりません。


